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エネルギー転換調査（札幌地域における持続可能なエネルギー利活用調査） 

【市民アンケート調査結果】   平成23年12月 環境都市推進部

■アンケート調査の概要 

１．アンケート調査の目的 

・ 東日本大震災により国のエネルギー政策の転換が予想されるなか、原子力発電に依存しない社会

を目指し、省エネルギーの推進や代替エネルギーとしての再生可能エネルギーの普及を進める必

要があります。また、ライフスタイルを見直し、新しい生活の在り方についても再構築することが求め

られています。こうしたことから、市民や事業者の省エネルギーや再生可能エネルギー導入につい

ての意識を把握することにより、市のエネルギー分野における施策に反映することを目的とします。 

・ 本紙は単純集計のみ行った速報版です。今後、詳細に検討した資料を作成・公表する予定です。 

２．対象者及びサンプル数 

・ アンケート対象者は市民とし、札幌市内にお住まいの 20 歳以上の男女 1,000 人を住民基本台帳か

ら区ごとの世帯数に応じて無作為に抽出しました。 

３．調査方法 

・ アンケート調査は、アンケート調査票を回答者に郵便にて送付する郵送法により実施しました。回答

者には、質問に対する回答を回答用紙に直接記入していただき、回答用紙を委託先に返信してい

ただいています。 

４．実施時期 

・ アンケート調査の実施時期は、平成 23 年 11 月 11 日に発送し、同月 30 日を締め切りとしました。 

■市民アンケート調査結果の概要（１）               有効回答数：384 サンプル 

１．これからの電力供給のあり方について 

〔今後の電力供給のあり方〕 

●原子力発電の今後のあり方 ●化石燃料による発電の今後のあり方 

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100

1%
2%13% 63% 13% 10%① 2～3年後 ① 2～3年後 18% 40% 34% 7%

1%
② 10年後 3% 34% 44% 9% 10%29% 49% 13% 7%② 10年後 

1%
③ 30年後 12% 38% 26% 9% 16%5%③ 30年後 62% 21% 11%

不要 縮小 維持 拡大 わからない不要 縮小 維持 拡大 わからない

●再生可能エネルギーによる発電の今後のあり方 
・ 原子力発電は、今後、「不要」「縮小」の割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%
が高く、30 年後には「不要」の割合が高くなっ

1%
ています。 

① 2～3年後 22% 71% 7%
・ 化石燃料による発電は、10 年後までは「維

1%
持」が、30 年後は「不要」「縮小」の割合が高く7% 85% 7%② 10年後 
なっています。 0%

・ 再生可能エネルギーによる発電は、今後「拡③ 30年後 7% 81% 11%

大」の割合が高くなっています。 

不要 縮小 維持 拡大 わからない
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）                有効回答数：384 サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 電気については、「10％以上削減可能」の割合が約 25％、「5％以上削減可能」の割合が

■市民アンケート調査結果の概要（２

〔経済的負担増の許容範囲〕 ク. わからないキ． 月々3000 ア． 追加的な
4.2%円以上・ 再生可能エネルギーの導入に伴う経済的負 負担増は許容

1.1% できない担増については、「許容できない」が約 2 割と カ. 1000～
17.7%2999円なっていますが、約 8 割の方は、金額の多寡

5.0%
はありますが「許容できる」となっています。 

オ． 月々500 イ． 月々100円
～999円 未満
20.6% 15.9%

ウ． 月々100エ． 月々300
～299円～499円
17.2%18.3%

〔電力消費の方向性〕 

生活の利便性生活の利便性
を低くするを高める
30% 【内側円グラフの凡例】 17% 4%4%

：生活の利便性を低くし、消費電力を減少する
5%

：生活の利便性を低くするが、消費量はわからない
4%

：生活の利便性を維持し、消費電力を減少する24%3%
：生活の利便性を維持し、消費電力を維持する

：生活の利便性を維持するが、消費量はわからない6%
27% ：生活の利便性を高めて、消費電力を減少する

23% ：生活の利便性を高めて、消費電力を維持する

生活の利便性 ：生活の利便性を高めて、消費電力を増加する

を維持する ：生活の利便性を高めるが、消費電力はわからない

53%

・ 「生活の利便性を維持する」と回答した方が回答者の半数以上を占めており、次いで「生活の利便性を低く

する」が約３割となっています。 

・ 最も多い回答は｢生活の利便性を維持し、消費電力を維持する（27％）｣となっています。 
・ 次いで、｢生活の利便性を低くし、消費電力を減少する（24％）｣、｢生活の利便性を維持し、消費電力を減少

する（23％）｣となっています。 

２．ご家庭での省エネルギーの取り組み状況 について 

〔省エネ活動によるエネルギー削減の可能性〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1%電気

ガス 1%

燃料

自動車燃料

15%以上削減 10%程度は 5%程度は ほとんど わからない 該当しない
できる 削減できる 削減できる 削減できない （使用していない）

約 75％となっています。 
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3% 22% 50% 20% 5%

11% 33% 34% 6% 13%

3% 8% 36% 35% 8% 9%

5% 11% 27% 27% 8% 20%



 

 

 

 

 

 

省エネ取り組み状況〕 

 

 

N=384 

■市民アンケート調査結果の概要（３）                有効回答数：384 サンプル 

〔東日本大震災以降の省エネ“意識”・“行動”の変化〕 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

省エネに対する意識 66% 34% 1%

省エネに対する行動 57% 39% 1%

積極的になった 以前と変わらない 消極的になった

〔
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①使用していない部屋の明かりをこまめに消す 88% 11% 1%

3%75% 22%②テレビを見ていないときは消す

53% 35% 11%③冷蔵庫の中を整理整頓し、詰めすぎない

④食器は余分な汚れをふきとってから洗う 41% 34% 25%

⑤ごみの分別をきちんとする 95% 5%1%

3%⑥買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋をもらわない 78% 19%

75% 20% 5%⑦洗濯はまとめ洗いをする

68% 23% 9%⑧入浴時にはシャワーをこまめに止める

⑨マイカーの利用を控える 35% 35% 30%

⑩家電製品の買い替え時に省エネ製品を選ぶ 68% 25% 7%

⑪食材は無駄なく買って使い切る 64% 32% 4%

49% 14% 36%⑫風呂の残り湯を洗濯などに利用する

⑬外気や太陽光を室温調整にうまく利用する 53% 30% 18%

⑭温水洗浄便座は季節に合わせて温度設定 76% 15% 9%

⑮暖房の設定温度を一度下げる 66% 25% 9%

66% 21% 13%⑯電気ポットや炊飯ジャーの保温時間を短くする

41% 29% 30%⑰駐停車中はアイドリングストップをする

⑱車の運転時には急ブレーキ、急発進をしない 75% 21% 4%

⑲カーエアコンの使用を控えめにする 58% 30% 12%

常に実践している ときどき実践している ほとんど実践していない 

・ 「①使用していない部屋の明かりをこまめに消す」や「②テレビを見ていないときは消す」など、日々の

取り組みが実践されています。 

・ 車では「⑱車の運転時には急ブレーキ、急発進をしない」や「⑲カーエアコンの使用を控えめにする」な

どの取り組みが実践されていますが、「⑨マイカーの使用を控える」の割合が低く、車の使用割合が高

いことが伺えます。 

・ 全体的には、多くの家庭で、何らかの省エネの取り組みを実践しています。 
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94%

63%

93%

 

% 99%

% 96%

% 96%

■市民アンケート調査結果の概要（４）                有効回答数：384 サンプル 

３．再生可能エネルギー等の導入状況 について 
〔再生可能エネルギー等の認知度〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

73% 26% 1%①太陽光発電 

48% 41% 11%②太陽熱利用
・ 「⑭LED照明」、「③風1%80% 20%③風力発電 
力発電」、「①太陽光52% 34% 15%④雪氷熱利用

発電」、「⑫次世代自27% 47% 26%⑤バイオマス熱利用・発電等

29% 40% 30%⑥廃棄物熱利用・発電等 動車」の認知度が高

13% 23% 65%⑦温度差エネルギー くなっています。 
28% 38% 35%⑧燃料電池

17% 23% 59%⑨天然ガスコージェネレーション

14% 21% 66%⑩小水力・マイクロ水力発電 

41% 46% 13%⑪地熱発電 

67% 29% 4%⑫次世代自動車

25% 42% 33%⑬高効率給湯・暖房機

83% 14% 3%⑭LED照明 

内容を知っていた 名前は知っていた 知らなかった

〔再生可能エネルギー機器等の導入状況 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①太陽光発電 1

・ 約 4 割の家庭で「⑧
0% 100%②太陽熱利用

LED 照明」が導入さ
③ペレット暖房 0% 100%

れています。 
④天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ 4 ・ 「①太陽光発電」の

0% 100%⑤燃料電池 導入率は約 1%にとど

まっています。 ⑥次世代自動車 4

⑦高効率給湯・暖房機 6%

37%⑧LED照明

⑨その他 7%

導入している 導入していない

〔再生可能エネルギー機器等の導入意向〕 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

・ 約 8 割の家庭で「⑧
①太陽光発電

LED 照明」の導入
②太陽熱利用

意向があります。 
③ペレット暖房

・ また、約 4 割の家庭
④天然ガス等ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ で「⑥次世代自動

⑤燃料電池 車」の導入意向が

⑥次世代自動車 あります。 

・ 「①太陽光発電」の⑦高効率給湯・暖房機

導入意向は 16%とな⑧LED 照明
っています。 

0⑨その他

導入したい 導入する予定はない わからない 
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16% 61% 23%

12% 58% 30%

6% 58% 36%

7% 53% 39%

9% 51% 40%

41% 38% 21%

28% 40% 31%

79% 13% 8%

% 24% 76%


